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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
町
政
発
展
の
た
め

に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
愛
川
健
康
の
ま
ち
宣
言
」
の
制
定
を

は
じ
め
、
全
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
放
課

後
学
習
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
の
開
始
な
ど
、
地
域

福
祉
の
向
上
と
教
育
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
は
災

害
対
策
等
々
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
観
光
と
産
業
が

連
携
し
た
拠
点
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
町
議
会
、
愛

川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
関
係
団
体
な
ど
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現

在
、
そ
の
構
想
案
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
加
え
て
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、
子
育
て
や
健
康
、

福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
迎
え
た
平
成
29
年
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
希
望
を
抱
き
、
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
幅
広
い
分
野
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
魅
力
と
活
力
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
年
は
、「
第
５
次
愛
川
町
総
合
計
画・

後
期
基
本
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
、「
愛
川
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
併
せ
て
、

町
民
皆
さ
ん
と
の
協
働
を
基
調
に
、「
し
っ
か
り
と
」

「
じ
っ
く
り
と
」、
そ
し
て
「
着
実
に
」、
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
皆
さ
ん
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

愛
川
町
長  

小
野
澤 

豊

八菅山を背に、中津保育園児と熊坂区松楠会の皆さん
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もっと住みやすい愛 川を目指して…

町の取り組みを紹介します

　11月25日、宮ヶ瀬ダムをライトアップし、通常は
昼間に行っている観光放流を夜間に行う「宮ヶ瀬ダ
ム　ナイト放流」を開催しました。
　この催しは、町が新たな観光資源を調査するため
に、国土交通省相模川水系広域ダム管理事務所と公
益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団の協力を得て
試験的に開催したもので、
夜間のダム観光放流は全
国的にも珍しい試みです。
　当日は、観覧に応募した
町民の皆さんなど約180
人が、幻想的な夜間放流や
ダムの上から眺める夜景
を楽しみました。

商工観光課観光振興班
　☎（内線）3522

　県立愛川ふれあいの村に通じる町道半原8502号
線の凍結予防工事を実施しました。この工事は、路
面の凍結を防ぐため、国道412号の「愛川ふれあい
の村」交差点まで約40メートルにわたってアスファ
ルト舗装に溝を掘り、水はけを良くしているもので
す。
　町では、必要性や
安 全 性 を 確 か め な
が ら 計 画 的 に 町 道
の 工 事 を 進 め て い
ますので、ご理解と
ご 協 力 を お 願 い い
たします。

道路課道路整備班
　☎（内線）3417

　消防署半原分
署の高規格救急
車と、消防団第1
分団第１部（川
北区）および同
第4部（ 両 向 区 ）
の小型動力ポン
プ付積載車を更
新し、12月5日から運用を開始しました。
　新しい救急車は自動体外式除細動器（AED）や心
電図計、電動式心肺人工蘇生器など、最新の救命資
器材を装備しているほか、消防団車両は搭載してい
る小型動力ポンプの能力を向上させ、発災時には、
より迅速な対応を行えるようになりました。

消防課警備班☎046（285）3131

　田代地区の緊急避難場所にも指定されている田代保育園の耐震補強工事
を実施し、災害発生時の園児の安全確保と、園舎の耐震強化を図りました。
　工事期間中は半原保育園で保育を行っていましたが、12月5日からは田
代保育園での保育を再開し、園児たちの元気な声が響いていました。

子育て支援課子ども保育班☎（内線）3362

　まとまった雪が降ると、交通機関がまひするな
ど、日常生活に大きな影響が出ます。
　町では、町内の建設業者や重機を持つ地域の方々
と協定を締結し、除雪作業へのご協力をお願いして
います。
　重機などを利用した除雪は、幹線道路から順次行
います。身近な生活道路につきましては、地域やご
近所の皆さんで除雪作業をお願いいたします。

危機管理室危機管理班☎（内線）3782
　道路課道路管理班☎（内線）3412

全国的にも珍しい夜間のダム観光放流
「宮ヶ瀬ダム ナイト放流」を開催

より安全・快適な道路へ
半原地区で路面凍結予防工事を実施

消防・救急力を強化
高規格救急車と消防団車両を更新

園児や地域の安全を確保します 田代保育園の耐震補強工事が完了

雪の季節になりました
地域力を生かした除雪作業をお願いします
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教
育
総
務
課
庶
務
施
設
班

☎（
内
線
）３
６
１
２

　

kyoiku@
tow

n.aikawa.kanagawa.jp

　
利
用
者
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど

か
ら
、
半
原
・
中
津
出
張
所
を
廃
止
し
、

町政 情報館

意見
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続
き

各
種
計
画
案
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
町
で
は
現
在
、
情
報
化
推
進
・
健
康
・

福
祉
・
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
、
計
画
の

策
定
や
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
こ
れ
ら
の
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て

町
民
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

◎
計
画
案
の
閲
覧
場
所　
役
場
庁
舎
1
階

町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
半
原
出
張
所
、
中

津
出
張
所
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
意
見
の
募
集
期
間
（
閲
覧
期
間
）　

１
月
12
日
（
木
）
～
２
月
２
日
（
木
）

◎
意
見
の
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
担
当
課
へ
提
出
（
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス・電
子
メ
ー
ル
も
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化
を
目
指
す

た
め
に
必
要
な
施
策
な
ど
を
ま
と
め
た
計

画
で
す
。

行
政
推
進
課
情
報
統
計
班

☎（
内
線
）３
２
４
３

　

gyousei@
town.aikawa.kanagawa.jp

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
支
え

合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
計
画
で
す
。

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班

☎（
内
線
）３
３
５
２

　
fukushi-shien@

tow
n.aikaw

a.
kanagaw

a.jp

　　
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
生
き
と
し
た
毎

日
が
送
れ
る
よ
う
、「
愛
川
健
康
の
ま
ち

宣
言
」
を
軸
と
し
、
町
民
皆
さ
ん
が
主
体

的
に
健
康
づ
く
り
を
実
践
で
き
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た

計
画
で
す
。　

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
班

☎（
内
線
）３
３
４
２

　

kenko-suishin@
tow

n.aikaw
a.

kanagaw
a.jp

　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
の
学
校
教

育
・
社
会
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

な
ど
を
定
め
る
計
画
で
す
。

証
明
書
交
付
な
ど
の
業
務
を
ラ
ビ
ン
プ
ラ

ザ
（
半
原
公
民
館
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ

ザ
（
中
津
公
民
館
）
で
取
り
扱
う
も
の
で

す
。住

民
課
住
民
窓
口
班

☎（
内
線
）３
３
１
３

　

jyum
in@

tow
n.aikawa.kanagawa.jp

行
政
推
進
課
協
働
推
進
班
☎（
内
線
）３
２
４
５

　
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
就
学
し
て
い

る
子
の
た
め
、
町
内
に
あ
る
金
融
機
関
か

ら
教
育
資
金
の
融
資
を
受
け
た
保
護
者
を

対
象
に
、
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
者　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

・
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
高

等
課
程
も
し
く
は
専
門
課
程
）
に
、
平
成

28
年
４
月
以
降
に
入
学
し
た
子
の
保
護
者

で
あ
る
こ
と
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
他
機
関
の
利
子
補
給
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

◎
対
象
資
金　
平
成
28
年
１
月
以
降
に
町

内
に
あ
る
金
融
機
関
か
ら
貸
し
付
け
を
受

け
始
め
た
教
育
資
金
（
子
１
人
に
つ
き
１

契
約
）

◎
利
子
補
給　
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
に
支
払
い
済
み
の
利
子
額
（
年
間
上

限
２
万
円
）

◎
補
給
期
間　
就
学
期
間
（
最
大
４
年
間
）

◎
申
請
方
法　
教
育
総
務
課
で
配
布
す
る

申
請
書
と
添
付
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助成
愛
川
町
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度
の
お
知
ら
せ

教
育
総
務
課
学
校
教
育
班
☎（
内
線
）３
６
１
３

  

愛
川
町
情
報
化
推
進
計
画（
案
）

  

愛
川
町
健
康
プ
ラ
ン
〈
第
３
期
〉（
案
）

  

愛
川
町
教
育
振
興
基
本
計
画（
案
）

  

第
３
次
愛
川
町
地
域
福
祉
計
画
・

  

地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）

  

半
原
・
中
津
出
張
所
の
見
直
し（
案
）
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窓口
便
利
な
暮
ら
し
、よ
り
良
い
社
会
へ
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

役
場
の
手
続
き
を
、よ
り
便
利
に
！

　
町
で
は
、
１
月
か
ら
次
の
７
つ
の
社
会

保
障
関
係
業
務
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
、
役
場
窓
口
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
提
出
書
類
の
一
部
を
省
略
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
手
続
き
の
際
の

利
便
性
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
業
務
は
、

主
に
本
町
に
転
入
す
る
方
の
手
続
き
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

や
身
元
を
確
認
で
き
る
書
類
の
提
示
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
在
宅
障
害
者
福
祉
手
当
条
例
に
よ
る
福

祉
手
当
の
支
給
（
福
祉
支
援
課
）

❷
在
宅
重
度
障
が
い
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
・

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
（
福
祉
支
援
課
）

❸
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
に
よ
る
医
療

費
の
支
給
（
福
祉
支
援
課
）

❹
小
児
医
療
費
の
助
成
（
子
育
て
支
援
課
）

❺
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
医
療
費
の
助
成

（
子
育
て
支
援
課
）

❻
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
助
成
（
子

育
て
支
援
課
）

❼
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
就

学
援
助
費
の
助
成
（
教
育
総
務
課
）

※
手
続
き
方
法
の
変
更
点
な
ど
、
詳
細

　

は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
町
で
は
、
成
り
済
ま
し
に
よ
る
不
正
な

手
続
き
を
防
ぐ
た
め
、
社
会
保
障
や
税
、

災
害
対
策
の
各
種
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
厳
格
な
本
人

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
通
知

カ
ー
ド
と
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
を

　
お
持
ち
で
な
い
場
合
な
ど
、
詳
細
は
各
担

　
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
推
進
課
行
政
管
理
班
☎（
内
線
）３
２
４
５

  

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
る
も
の

  

新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

  

利
用
す
る
業
務　
※
（　

）
内
は
担
当
課

  
窓
口
で
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の

  
提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
64

人
の
皆
さ
ん
が
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
悩

み
事
や
心
配
事
の
相
談
に
親
身
に
応
じ
、

助
言
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん

と
行
政
機
関
な
ど
と
の
橋
渡
し
や
調
整
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、
地
区
を
担
当
す
る

民
生
委
員
児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、

児
童
の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
回
改
選
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連
絡

先
は
福
祉
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

人事
民
生
委
員
児
童
委
員
が
改
選

64
人
に
委
嘱

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
２

石井康弘会長

小島重夫副会長

氏　名

主任
児童
委員

桜台

氏　名氏　名 行政区 行政区行政区

古座野 康夫

伊坂 和夫

曽根 春海吉田 法人

大塚

下谷・八菅山

大松 里美

甲斐 康史

大野 次郎菊地原 範子 坂本

小田島 延治

原 正明

山口 和子

中山 みどり

千田 昭博四宮 セツ子 桜台団地

野原 修足立原 順子

橋本 照雄

武内 せつ子

角田

両向

深沢 修山口 良子

村中 智子

小舘 悦子

諏訪部 裕子

澤村 實

小島 重夫

三橋 正史
川北

澤村 早百合近藤 幸雄
小沢

田巻 秀夫熊坂 洋子

小島 裕子

三橋 邦男

羽田 喜代美勝又 富美子

六倉
上熊坂

熊坂

岡本 隆

内野 栄子

古座野 雅夫

大成 行正

田代

原臼

宮本

近藤 史朗平本 茂
半縄

三増

齋藤 勝利小池 滿晴

茅 忠博

春日台

二井坂

小曽根 潔

佐藤 憲司

八木下 修治山田 精市

甘利 敦子

天野 裕幸

小島 美鶴

荒明 喜八郎

大矢 敏代

小島 冷子

中村 佐惠子菊地原 喜久子

山田 常雄

石井 康弘

竹松 正男

鵜沼 八重子

箕輪

細野

横田 重久城条 ちづ子

本多 照美

洞山 巖

齋藤 きよみ

民生委員児童委員名簿（敬称略）
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●
神
奈
川
県
知
事
表
彰　
　
　
　
　
　

◎
交
通
安
全
功
労
者　
渡
辺
光
夫
（
中
津
）

●
県
公
安
委
員
会
表
彰

◎
交
通
安
全
功
労
者
（
団
体
）　

厚
木
警

察
署
管
内
交
通
安
全
協
会
工
業
団
地
支
部

●
県
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

◎
交
通
安
全
功
労
者　
門
谷
敏
夫
（
中
津
）

◎
優
良
運
転
者
（
20
年
）　
長
嶋
秀
光
（
中

津
）・
松
﨑
一
惠
（
中
津
）

◎
優
良
運
転
者
（
15
年
）　

加
賀
見
榮
次

（
春
日
台
）・
榎
本
定
雄
（
角
田
）・
髙
野

富
夫
（
春
日
台
）・
宇
野
克
成
（
田
代
）

表彰
交
通
事
故
の
な
い
、安
全
な
町
を
目
指
し
て

愛
川
町
交
通
安
全
推
進
大
会
を
開
催

　
悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
願
い
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全

に
取
り
組
も
う
と
、
11
月
19
日
に
文
化
会

館
で
、「
平
成
28
年
度
愛
川
町
交
通
安
全

推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
交
通
安
全
に
功
績
の
あ
っ
た

皆
さ
ん
に
対
す
る
表
彰
式
や
、
交
通
安
全

作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
会
長
表
彰

◎
交
通
安
全
作
文
最
優
秀
賞　
冨
沢
公
美

（
田
代
小
１
年
）・
斎
藤
美
鈴
（
半
原
小
４

年
）・
鈴
木
晴
也
（
中
津
小
６
年
）・
山
口

優
芽
（
愛
川
東
中
１
年
）

◎
同
優
秀
賞　

榎
本
瀬
那
（
高
峰
小
２

年
）・
外
谷
健
斗
（
半
原
小
３
年
）・
岡
﨑

太
陽
（
中
津
小
６
年
）・
山
口
永
遠
（
愛

川
東
中
１
年
）

●
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
会
長
・
厚
木

警
察
署
長
連
名
表
彰

◎
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス

ト
優
秀
賞
行
政
区　
宮
本
区
・
坂
本
区
・

桜
台
団
地
区

◎
同
努
力
賞
行
政
区　
小
沢
区

●
厚
木
警
察
署
長
表
彰

◎
交
通
安
全
功
労
者　

木
田
孝
治
（
半

原
）・近
藤
寿
（
中
津
）・藤
川
英
美
（
中
津
）

●
厚
木
警
察
署
長
・
厚
木
警
察
署
管
内
交

通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

◎
交
通
安
全
功
労
者　
田
中
義
太
郎
（
角

田
）・
千
葉
昇
知
（
角
田
）・
齊
藤
宗
宏
（
角

田
）・
有
働
学
（
角
田
）・
武
田
美
津
枝
（
中

津
）

●
厚
木
警
察
署
管
内
交
通
安
全
協
会
会
長

表
彰

◎
交
通
安
全
功
労
者　
松
田
よ
り
子
（
角

田
）・
山
手
康
悦
（
中
津
）・
永
井
正
輝
（
中

津
）

住
民
課
交
通
防
犯
班
☎（
内
線
）３
３
２
０

  

大
会
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

  

受
賞
が
紹
介
さ
れ
た
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

臨時職員（栄養士）を
募集

　学校給食運営などに従事して
いただく臨時職員（栄養士）を
募集します。
◎勤務期間　3 月 13 日（月）～
※原則として、月曜日～金曜日
　の週５日（祝日を除く）
◎勤務時間　午前８時 30 分～
午後５時 15 分
◎勤務内容　学校給食運営（献
立作成、食材発注など）および
その他の事務
◎応募資格　栄養士または管理
栄養士の資格を持つ方
◎募集人員　１人
◎応募方法　２月３日（金）まで
に、栄養士（管理栄養士）免許
状と顔写真を貼った自筆の履歴
書（市販のもの）を、教育総務
課へ本人が直接お持ちください。
教育総務課学校教育班

　☎（内線）3612

情報発信
愛
川
ブ
ラ
ン
ド
が
Face
boo
k
に
登
場
！

　
10
月
に
開
催
し
た
「
愛
川
町
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
で
実
施
し
た
知
名
度
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
回
答
者
の
８
割
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
ご
存
じ
の「
愛
川
ブ
ラ
ン
ド
」。
今
後
、

ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
町
を
P
R

す
る
た
め
に
、
F
a
c
e
b
o
o
k
（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
）
に
専
用
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
商
品
作
り
の
秘
話
な
ど
を
漫
画
で
紹
介

し
、「
愛
川
ブ
ラ
ン
ド
」
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、「
い
い

ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
応

援
し
て
く
だ
さ
い
！

企
画
政
策
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
班
☎（
内
線
）３
２
３
３

https://www.facebook.com/
愛川ブランド劇場
-1798758520392446/
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町
民
皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
た
め
、
各
種
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

❷
他
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
で
な
い
方

❸
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
❶
❷

に
加
え
て
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方

◎
応
募
方
法

　
審
議
会
等
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
各
担
当
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
応
募
申
込
書
は
、
役
場
庁
舎
１
階
町
政

◎
応
募
資
格

❶
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
方
や
、

町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
お
持
ち
の
方

な
ど
で
、
原
則
と
し
て
平
日
の
日
中
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
担
当
課
、
半
原
出
張

所
、
中
津
出
張
所
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン

プ
ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま

す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◎
応
募
期
限

　
２
月
３
日
（
金
）

◎
報
酬

　
委
員
と
な
っ
た
方
に
は
、
条
例
に
基
づ

く
報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

協働
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

表
内
の
問
い
合
わ
せ
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

主な設置目的

募集人数

募集人数

募集人数

募集人数

募集人数

募集人数

募集人数

募集人数

任期

任期

任期

任期

任期

任期

任期

任期

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

応募申込書の
提出と問い合わせ

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

年間開催予定回数

愛川町まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する事項について、
調査・審議します。

健康プランの推進に関することや、プランに係る施策および進
行管理などを行います。

子ども・子育て支援に関する施策の推進に関し、調査・審議し
ます。

国民健康保険法の規定に基づき、国民健康保険事業の運営に
関する重要事項を審議します。

環境基本法の規定に基づき、環境の保全および創造に関する基
本的事項などについて調査・審議します。

廃棄物の減量および適正な処理に関する事項について調査・審
議します。

町営住宅の円滑な運営を図るため、建設・建て替えおよび新規
入居者の選考について審議します。

社会経済情勢の変化に対応した、効率的で質の高い町民本位の
行財政運営を実現するための調査・審議、行政評価（外部評価）
などを行います。

２人

1 人

２人

1 人

2 人

3 人

1 人

2 人

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

平成 29 年 4 月 1 日～平成 32 年 3 月 31 日

企画政策課企画政策班☎（内線）3234　 046（286）5021
kikaku@town.aikawa.kanagawa.jp

健康推進課健康づくり班☎（内線）3343　 046（285）8566
kenko-suishin@town.aikawa.kanagawa.jp

子育て支援課子ども福祉班☎（内線）3362　 046（285）6010
kosodate-shien@town.aikawa.kanagawa.jp

国保年金課国保年金班☎（内線）3376　 046（285）6010
kokuho@town.aikawa.kanagawa.jp

環境課環境対策班☎（内線）3512　 046（286）5021
kankyo@town.aikawa.kanagawa.jp

環境課廃棄物対策班☎（内線）3513　 046（286）5021
kankyo@town.aikawa.kanagawa.jp

都市施設課建築班☎（内線）3449　 046（286）5021
toshi@town.aikawa.kanagawa.jp

行政推進課行政管理班☎（内線）3245　 046（286）5021
gyousei@town.aikawa.kanagawa.jp

１回程度

2 回程度

１回程度

2 回程度

1 回程度

1 回程度

1 回程度

3 ～ 5 回程度

【愛川町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会】

委員を募集する審議会など

【健康プラン推進委員会】

【子ども・子育て会議】

【国民健康保険運営協議会】

【環境審議会】

【廃棄物対策審議会】

【町営住宅管理運営委員会】

【行政改革推進委員会】
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年金
新
成
人
の
皆
さ
ん

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
！

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
誰
も
が
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
20
歳
に
な
る
と
保

険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

年
金
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
、
年
金
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
国
民
年
金
へ
の
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

Ａ 

20
歳
に
な
る
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

そ
の
前
の
月
）
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
案
内
の
中
の「
国

民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
出
書
（
照

会
票
）」
に
記
入
・
押
印
の
上
、
町
国
保

年
金
課
ま
た
は
厚
木
年
金
事
務
所
に
提
出

す
る
か
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒

に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
20
歳
に
な
る
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

そ
の
前
の
月
）
の
終
わ
り
ま
で
に
案
内
が

届
か
な
い
場
合
は
、
厚
木
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ 

経
済
的
に
苦
し
く
て
保
険
料
が
納
め
ら

満
の
配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）
を
、
国
民

年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」
と
い
い
ま

す
。
そ
の
期
間
は
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
期
間
に
入
り
ま
す
の
で
、
個
人
で
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ 

国
民
年
金
は
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い

が
残
っ
た
場
合
の
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
、

一
家
の
生
計
を
支
え
て
き
た
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
場
合
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
、
万
一
の
場
合

で
も
経
済
的
な
保
障

が
あ
り
ま
す
。 

れ
な
い
と
き
の
た
め
に
「
保
険
料
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、学
生
に
は
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」、
50
歳
未
満
の
方
（
平

成
28
年
６
月
以
前
の
申
請
に
つ
い
て
は
30

歳
未
満
の
方
）
に
は
「
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
町
国
保
年
金
課
ま
た
は
厚
木
年
金
事
務

所
で
申
請
し
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
れ
ば
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
・
猶
予
を
受
け
ず
に
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ａ 

厚
生
年
金
の
加
入
者
を
、
国
民
年
金
の

「
第
２
号
被
保
険
者
」
と
い
い
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
加
入
期
間
は
、
加
入
す
る

制
度
か
ら
ま
と
め
て
国
民
年
金
に
拠
出
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
保
険
料
以
外
に
保
険
料
を
負
担

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
則

65
歳
未
満
の
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上 

60
歳
未

Ａ 

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
年
金
は
必
ず

受
け
取
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

【
平
成
28
年
度
の
年
金
額
】

●
障
害
基
礎
年
金（
年
額
）

（
１
級
）　
97
万
５
１
２
５
円

（
２
級
）　
78
万
１
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
の
等
級
は
、
身
体

　
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り

　
ま
す
。

●
遺
族
基
礎
年
金（
子
が
１
人
あ
る
妻
）

１
０
０
万
４
６
０
０
円
（
年
額
）

国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

　
厚
木
年
金
事
務
所
☎
０
４
６（
２
２
３
）７
１
７
１（
代
）

  

Ｑ
保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

      

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

  

Ｑ
将
来
、年
金
は
本
当
に
も
ら
え
る
の
？

  

Ｑ
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

      

い
ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
も

      

納
め
る
の
で
す
か
？

施設
半
原・中
津
出
張
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
現
在
町
で
は
、
経
年
に
よ
る
施
設
の
老

朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
半
原
出
張
所
、
中
津
出
張
所

の
運
営
を
廃
止
し
、
証
明
書
交
付
な
ど
の

業
務
を
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
（
半
原
公
民
館
）、

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
（
中
津
公
民
館
）
で

実
施
す
る
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
直
し
に
至
っ
た
経
緯
や
出
張
所
の
現

状
、
取
り
扱
い
業
務
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室

　
１
月
20
日
（
金
）
午
後
７
時
～

　
１
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
１
階
会
議
室

　
１
月
26
日
（
木
）
午
後
７
時
～

　
１
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
民
課
住
民
窓
口
班
☎（
内
線
）３
３
１
３

  

Ｑ 

20
歳
に
な
っ
た
時
の
手
続
き
方
法
は
？

  

Ｑ 

年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
？
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助成
母
子・父
子・寡
婦
家
庭
へ
の

修
学
資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
父

母
の
い
な
い
家
庭
な
ど
の
お
子
さ
ん
が
安

心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
、
修
学
資
金
や

就
学
支
度
資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
貸
付
額
は
、
表
の
限
度
額
内
で
必
要
と

認
め
ら
れ
る
金
額
と
な
り
、
貸
し
付
け
に

当
た
っ
て
は
所
得
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
相
談
は
学
校
の
合
格
決
定
前
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
修
学
資
金　
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校

な
ど
に
修
学
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

◎
就
学
支
度
資
金　
小・中・高
校
、
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
へ
の
入
学
に
必
要
な
資
金

※
県
教
育
委
員
会
が
行
う
奨
学
金
制
度

　
や
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

　
構
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る

　
方
は
、
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

　
☎
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１　
（
内
線)

3
2
4
8

助成
商
工
振
興
資
金
利
子
補
給
補
助
制
度
・

信
用
保
証
料
補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
町
内
に
あ
る
中
小
企
業
者
が

次
の
融
資
を
受
け
た
場
合
、
償
還
利
子
の

一
部
を
補
助
す
る
「
商
工
振
興
資
金
利
子

補
給
補
助
金
」
と
、
融
資
を
受
け
る
際
に

支
払
っ
た
信
用
保
証
料
の
一
部
を
補
助
す

る
「
信
用
保
証
料
補
助
金
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

◎
補
助
要
件　
納
期
の
経
過
し
た
町
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と
。

※
申
請
方
法
は
、
商
工
観
光
課
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
期
限　
１
月
31
日
（
火
）

商
工
観
光
課
商
工
労
政
班
☎（
内
線
）３
５
２
３

45,000 円
48カ月

370,000 円公立

150,000円

410,000 円

学校の種別

― ―

― ―

18,000円

30,000円

32,000円

21,000円
(45,000円 )

32,000 円
(53,000 円 )

45,000 円

54,000 円

53,000 円

貸付月数

36カ月

24カ月

60カ月

24カ月

貸付総額貸付月額

修学資金 就学支度資金

40,600円

47,400円

150,000円

410,000円

150,000円

370,000 円

580,000 円

580,000 円

専修学校
一般課程

中学校

私立

私立

私立

高等専門学校
※（　）内は
４年生以降の金額

小学校

公立

公立
私立

公立

私立

公立

短期大学、
専修学校
専門課程

高等学校、
専修学校
高等課程

大学

貸付制度の内容（限度額）

次の資金の借り入れ合計
500 万円を限度とします。
●町中小企業事業資金
●県小規模事業資金
●県小口零細企業保証資金
●県経営安定資金
　（神奈川県中小企業
　制度融資実施要領
　第４項第２号に限る）
●日本政策金融公庫
　国民生活事業資金

借り入れの月から３年間

償還利率の年２％以内 ●町中小企業事業資金を
　借りた場合は上限３万円
●県小規模事業資金などを
　借りた場合は
　上限１万５千円

※セーフティネット保証制度を利用した融資は、これらの補助の対象とはなりませんのでご注意ください。

商工振興資金
利子補給補助金 信用保証料補助金

補助対象資金

項目
種類

補助期間

補助率・補助金

次の融資を受けるに当たり、
支払った信用保証料が対象
です。
●町中小企業事業資金
●県小規模事業資金
●県小口零細企業保証資金
●県経営安定資金
　（神奈川県中小企業
　制度融資実施要領
　第４項第２号に限る）

中小企業者のための補助制度
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税金
医
療
費
控
除
の
特
例

（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）に
つ
い
て

　
医
療
費
控
除
の
特
例
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
は
、
健
康
の
維
持

増
進
お
よ
び
疾
病
予
防
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
方
が
、
平
成
29
年
１
月
１
日

以
降
に
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
要

指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
の
う

ち
、
医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
）

を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所
得
控

年
分
確
定
申
告
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◎
申
告
対
象
と
な
る
方

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
。

・
課
税
対
象
所
得
の
あ
る
方
。

・
１
年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
に
、

健
康
の
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予
防
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
医
師
の
関
与
が
あ
る

特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定
期
健
康

診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
を
受

診
し
て
い
る
方
。

・
１
年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
に
、

対
象
と
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
特
例
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除
と

の
選
択
制
と
な
り
、
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
控
除
と
し
て
確
定
申
告
で
き
る
の

は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
対
象
と
な

り
、
平
成
30
年
２
月
以
降
に
行
う
平
成
29

１
万
２
千
円
（
購
入
限
度
額
10
万
円
）
を

超
え
て
購
入
し
て
い
る
方
（
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
分
を
含
む
）。

　
対
象
と
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
の
購
入
合
計
金
額
は
、
レ
シ
ー

ト
（
領
収
書
）
で
確
認
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入

し
た
際
の
レ
シ
ー
ト
は
、
こ
ま
め
に

保
管
す
る
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

税
務
課
町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
２

　
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
・
養
育
家
庭
）
な
ど
に
対
し
、
入
院
費

や
通
院
費
な
ど
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
子
育
て
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
助
成
対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
対
象
で
、
申

請
者
お
よ
び
同
居
親
族
に
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

❶
18
歳
に
達
す
る
年
度
の
末
日
（
３
月
31

日
）
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
。

　
11
月
28
日
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
５
人
の
方
に
、
佐
藤
照
明

教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
大
会
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

今
後
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
、「
良
い
結
果

を
出
せ
る
よ
う
に
練
習
に
励
み
、
さ
ら
に

上
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
教
育
長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
町

民
の
模
範
で
あ
り
、
教
育
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩
の
目

標
と
な
る
よ
う
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

❷
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
18
歳
以
上

20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
。

❸
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
18
歳
以

上
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い

る
。

◎
申
請
に
必
要
な
物

・
健
康
保
険
証
（
親
子
共
に
必
要
で
す
）

・
申
請
者
の
印
鑑

※
申
請
者
お
よ
び
同
居
親
族
の
所
得（
課
税
）

　
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
申
請
前
に
子
育
て
支
援
課
へ
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

助成

表彰

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
飾
る

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
６
５

教
育
総
務
課
庶
務
施
設
班
☎（
内
線
）３
６
１
２

熊澤萌里（角田）

野口友里（中津）

佐藤勇希哉（中津）

矢澤慧悟（中津）

諏訪部小夏（角田）

第 71 回国民体育大会
ソフトテニス競技神奈川県予選会優勝

第 69 回全国高等学校
陸上競技対校選手権大会
400mリレー　第３位

第 68 回秋季関東地区
高校野球大会　第３位

第 44 回リトルシニア
日本選手権大会　第３位

第 4 回全国高等学校
軽音楽コンテスト　準グランプリ

（敬称略）
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食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
に
注
意
！
　
1
月
は
、
お
雑
煮
な
ど
で
お
餅
を
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
り
、
毎
年
、
窒
息
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
お
餅
だ
け
で
な
く
ミ
ニ
カ
ッ
プ
ゼ
リ
ー
や
あ
め
玉
な
ど
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

インフォメーション

1月29日（日） 午後2時 全席指定
2,000円午後４時 愛川町・愛川町文化会館事業協会

☎046（285）6960
川井郁子

ヴァイオリンコンサート

1月5日・12日・16日・19日・23日・26日・
30日　　午前10時～午後3時

司法書士法律相談 1月11日（水）　午後1時～4時

月日

文化 会 館 催し 案 内

相 談

ホール

町民相談　 住民課住民相談班☎（内線）3319

ハローワーク就労相談会　 商工観光課商工労政班☎（内線）3523

借金の返済や不当な投資勧誘に困っていませんか？

教育相談 教育開発センター
☎046（206）1061

1月8日（日）

1月12日（木）

1月15日（日）

法律相談《完全予約制》

借金返済のご相談

投資勧誘詐欺・
電子マネー詐欺の
ご相談

ハローワーク職員による就労相談 1月12日（木）午後1時～4時　役場1階相談コーナー

来所相談

出張相談

行政書士相談

電話相談

多重債務相談
交通事故相談
不動産相談

人権・行政こまりごと相談

消費生活相談

※あいかわ夢カードで、「川井郁子ヴァイオリンコンサート」の前売り券が購入できます。前売り券が売り切れた場合は、当日券はありません。
※１月の休館日は、１日～３日と毎週火曜日です。
※お問い合わせは直接主催者にお願いします。

※不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談など。

午後2時

午後1時
30分

午後2時

関係者

無料
（先着535人）

無料
（先着535人）

午後4時

午後3時

午後5時

愛川町・愛川町教育委員会
愛川町成人式実行委員会

☎（内線）3644

商工観光課
☎（内線）3523

☎080（6570）6533　中村

催し

平成29年
愛川町成人式

新春講演会
「日本経済の嘘と真実」

経世論研究所
所長　三橋貴明
ポコアポコ
ピアノ発表会

1月6日（金）・19日（木）
午前10時～午後3時
※2月は3日（金）･16日（木）

町住民課住民相談班（消費生活相談）
横浜財務事務所（多重債務相談）

町住民課住民相談班（消費生活相談）
横浜財務事務所（金融詐欺相談）

☎046（285）2111（内線）3319
☎045（633）2335

☎046（285）2111（内線）3319
☎045（285）0981

毎週月～木曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

●レディースプラザ　1月16日（月）
●ラビンプラザ　　　1月23日（月）
※前週金曜日までに
　電話で予約してください。

1月12日（木）　午後1時～4時

平日　午前９時～午後４時

1月18日（水）　午後1時～4時
1月25日（水）　午後1時～4時
1月26日（木）　午後1時～4時

1月13日（金）　午前10時～11時30分

開演 終演 主催 入場

※法律相談は弁護士が対応します。予約は相談日の７日前から開始します。
　（その日が祝日の場合は翌開庁日から）
※法律相談以外は予約優先です。（予約がない場合は、当日の受け付けもできます）
※相談当日は、住民相談班へお越しください。
※相談窓口が分からないときは、お気軽にお問い合わせください。

相談無料の窓口です！
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高血圧を予防しましょう

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

町
の
情
報
は
エ
フ
エ
ム
さ
が
み
（
Ｆ
Ｍ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ 

８
３
９
）
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す　

エ
フ
エ
ム
さ
が
み
で
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

「
愛
川
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
毎
週
金
曜
日
（
10:

54
・
16:

54
）
と
日
曜
日
（
11:

00
・
16:

54
）
に
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
緊
急
時
に
は
災
害
情
報
も
放
送
し
ま
す
。

総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

　「血圧が少し高めでも、あまり
気にならない」という方もいると
思いますが、血圧が高い状態を
そのまま放っておくと、血管の
壁が傷つき、やがて血管が弾力
を失ったり、血管の内側が狭く
なったりする動脈硬化を引き起
こします。動脈硬化は、脳卒中や
心臓病、腎臓障害などの原因とな
ることから、血圧が高めの方は、
自覚症状がなくても注意が必要
です。
　高血圧と食塩の関係はよく知
られていますが、高血圧の予防の
ため、1日の食塩摂取量は、男性
8ｇ未満、女性7ｇ未満を推奨し
ています。しかし、実際の摂取量
は男性10.9ｇ、女性9.2ｇ（平成
26年の食塩摂取量の平均値）と、
約2 ～ 3ｇも余計に摂取してい
ます。
　健康な毎日を過ごすため、普段
の食事を見直し、減塩を心掛けま
しょう。

❶汁物は具だくさんで
　汁物に野菜などの具をたくさ

ん入れることで、汁の量を抑え、
塩分を減らすことができます。ま
た、だしを利かせると薄味でもお
いしく食べることができます。
❷うどんやラーメンなど
　麺類の汁は残す
　うどんやそばは１杯に４～５
ｇ、ラーメンには７～８ｇの塩分
が含まれています。汁を残すだけ
でも塩分を２～３ｇ減らすこと
ができるため、汁は飲み干さない
ようにしましょう。
❸加工食品や漬物は控えめに
　かまぼこ、ちくわなどの練り製
品や、ハム、ウインナーソーセー
ジなど肉の加工品にも塩分が含
まれています。また、漬物には塩
分が多く含まれていますので、食
べる量や回数に気を付けましょ
う。
❹新鮮な食材を調理する
　旬の食材や新鮮な食材を選ぶ
ことで、薄味でも素材本来の味を
楽しむことができます。
❺酸味や香辛料を上手に利用する
　酢やレモンなどを利用して酸
味を利かせると、塩分控えめで
もおいしく食べることができま

す。わさびやしょうが、こしょう、
唐辛子などの香辛料を使うと味
にめりはりが付きます。
❻しょうゆやソースは
　かけずに付ける
　しょうゆなどはかけるのでは
なく、付けて食べるようにする
と使用量を減らすことができま
す。かけるときは味付けを確かめ
てからにしましょう。
❼低塩の調味料を使う
　減塩しょうゆ、減塩みそなど
塩分の少ない調味料を使うこと
で、手軽に減塩することができま
す。

インフォメーション

  減塩のポイント

応 募 方 法

締め切り日
あ て 先

町内在住の方で、１人１通に限ります。
答え・住所・氏名・年齢・電話番号と、
本誌の感想を必ずご記入の上お送りください。
1月6日（金）（郵送の場合は当日消印有効）
●はがきの場合
　〒243-0392 角田251-1 総務課広報広聴班
●ファクスの場合　046（286）5021
●電子メールの場合
　e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は2月1日号でお知らせします。

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦してください。
正解者の中から抽選で3人の方に、図書カード（1,000円分）をプレゼントします。

 昨年11月9日から11日まで、町内３中学校の生徒が、
町内外の約１２０カ所の事業所などで職場体験に
取り組みました。この職場体験を行ったのは、
何年生だったでしょうか。

12月1日号の答えと当選者（敬称略）　正解： ❶  消費期限　当選者：  伊東由紀子・緒方喜美枝・森洋子

❶１年生   ❷2年生    ❸3年生
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
町
の
動
画
を
配
信
中
！
　
動
画
サ
イ
ト
Y
o
u
T
u
b
e
で
、
町
の
魅
力
的
な
風
景
や
観
光
地
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
撮
影
し
た
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
愛
川
町
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

インフォメーション

1月26日（木） 健康プラザ2階
健診室 母子健康手帳、問診票、歯
ブラシ、タオル むしばいばい教
室は午前10時から正午ごろまで。

開始時間を過ぎての入室はできま
せん。2歳児歯科検診では、身長・
体重測定も行います。対象者には1
月上旬に必要書類を送付しますの
で、届かない方はご連絡ください。
　育児について心配事のある方
は、保健師・栄養士が相談をお受け
します。

　子供から大人までの健康や育
児、食事などについて、保健師・栄
養士・看護師が相談をお受けしま
す。身体測定や体脂肪測定、血圧測
定なども行っています。お気軽に
お越しください。

1月27日（金）午前9時30分～ 11
時 健康プラザ2階健診室 町内
在住の方 母子健康手帳（お子さ
ん）、健康手帳（お持ちの方のみ）

予約の必要はありませんので、
当日直接会場へお越しください。

　対象者には1月下旬に必要書類
を送付しますので、届かない方は
ご連絡ください。健診時間・開場時
間は通知でご確認ください。

健康プラザ２階健診室

 お子さんの歯科保健指導

 乳幼児の健康診査

 すくすく親子健康相談・
 ヘルスあっぷ相談

 県厚木保健福祉事務所からの
 お知らせ

　厚木保健福祉事務所を会場に、
健康・福祉に関する相談、検査など
を実施しています。事前に電話で
予約をしてください。

厚木保健福祉事務所
☎046（224）1111（代）
◎精神保健および認知症相談
　心の病気の治療や再発予防、認
知症についての相談。アルコール・
薬物・シンナーなどの依存症の相
談も行います。

月に3回程度実施。相談日時はお
問い合わせください。
◎栄養専門相談
　病気の方などの食事相談を行い
ます。

1月10日（火）・24日（火）
午前9時30分～午後4時
◎障がい児者のための歯科相談

1月5日（木）
午前9時30分～午後4時
◎エイズ無料検査

1月12日（木）、26日（木）
午後1時10分～ 3時
※相談は随時受け付けています。

　食品衛生責任者講習会は、食品
衛生責任者として働いている方が
定期的に受ける必要がある講習会
です。本年度まだ受講されていな
い方は受講してください。

2月15日（水）午後2時～ 4時（受
け付け1時30分～） 厚木合同庁
舎2号館4階AB会議室（厚木市水引
2－3－1） 食品衛生責任者手帳、
筆記用具、営業許可証に記載され
ている11桁の許可番号 90人（先
着順で受け付け） 講習内容：食品
等事業者の責務と食中毒予防につ
いて

厚木保健福祉事務所食品衛生課
☎046（224）1111（内線）3256

　町県民税・固定資産税・軽自動車
税・国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が納めら
れ、納税相談もできます。

1月28日（土）・29日（日）午前8
時30分～午後5時 役場1階税務
課

　納期限は、1月31日（火）です。
【町県民税】第4期分
【国民健康保険税】第8期分
【介護保険料】第8期分
【後期高齢者医療保険料】第7期分

 食品衛生責任者講習会

 休日納税・相談窓口

 今月の納税・納付期限

むしばいばい
（むし歯予防）

教室

４カ月児
（平成28年
9月生まれ）
10カ月児
（平成28年
4月生まれ）
１歳６カ月児
（平成27年
7月生まれ）

3歳6カ月児
（平成25年
7月生まれ）

２歳児
歯科検診

平成27年
12月
生まれ

2月7日
（火）

2月9日
（木）

2月22日
（水）

2月14日
（火）

平成26年
12月
生まれ

午前
9時30分～
9時55分

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入済
みのもの）

午後1時～
1時45分

歯科保健指導

対象

問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341

保健ガイド

対象

期日

受け付け

持ち物

平成26年
6月
生まれ

午後
1時45分～
2時30分

お知らせ
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 消防出初め式

　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
予約できるスポーツ施設　田代運
動公園・三増公園（テニスコートの
み）・第１号公園体育館・中津工業
団地第1号公園・中津工業団地第2
号公園・坂本運動場・坂本体育館・
志田運動場・小沢ソフトボール場
※厚木市・清川村のスポーツ施設
　も抽選予約できます。
今月の抽選予約　4月利用分
抽選結果　2月2日（木）
　当選者は2月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予
約をしなかった場合は、翌日から
空き施設として開放します。
　愛川町の施設を2回無断キャン

　次の日程のほか、各施設とも1月1
日（祝）から3日（火）までお休みです。

セルすると半年間予約ができなく
なります。

スポーツ・文化振興課
☎（内線）3632

第1号公園体育館

田代運動公園・
三増公園陸上競技場

町民活動
サポートセンター

文化会館・
ラビンプラザ

レディースプラザ

図書館

郷土資料館

毎週火曜日、
4日（水）

毎週火曜日

毎週火曜日、
11日（水）

毎週水曜日

毎週火曜日

31日（火）

毎週月曜日

 スポーツ施設の抽選予約

 1月の休館日・休園日

　新春の恒例行事「厚木警察署武
道始式」を開催します。厚木警察署

員が日々鍛錬した成果をご覧くだ
さい。

1月20日（金）午後1時30分 ～ 4
時30分 厚木市東町スポーツセン
ター 3・4階武道場（厚木市東町2番
1号） 柔道、剣道、逮捕術試合、寸
劇などを披露

厚木警察署警務課
☎046（223）0110（内線）211

　新春恒例の「平成29年愛川町消
防出初め式」を開催します。
　地域防災の要となる消防署、消
防団、地域や事業所の自衛消防隊
などが集結し、消防総合演技や消
防署と消防団による一斉放水を行
います。愛川東中学校吹奏楽部と
愛川高校和太鼓部の演奏も行われ
ますので、ぜひご参観ください。

1月7日（土）午前9時30分～ 下
箕輪消防訓練場（雨天の場合は文
化会館ホール）

消防課庶務班 ☎046（285）3131

　災害時のボランティア活動や自
主的な防災活動についての認識を
深めるとともに、災害に対する備
えの充実と強化を図るため、「防災
教室」を開催します。
　災害発生時に役立つ炊き出し訓
練や、熊本地震の際に町から被災
地へ派遣した職員の講演などを行
います。

1月28日（土）午前9時～午後3時
消防庁舎 災害支援活動に関

心のある方 防災教室は、町社会
福祉協議会が開催する「災害ボラ
ンティアコーディネーター養成講
座」と併せて開催します。 1月20
日（金）までに危機管理室へお申し
込みください。

危機管理室☎（内線）3783

テーマ：育児・介護休業法の改正
～仕事と家庭の両立ができる職場
環境づくり～

１月26日（木）午後6時30分～ 8
時 愛甲商工会館2階会議室 あ
おい社会保険労務士法人　社会保
険労務士　平山久美子さん 町内
在住または在勤、内陸工業団地内
事業所に勤務している方 1月20
日（金）までに商工観光課へお申し
込みください。

商工観光課商工労政班
☎（内線）3523

　サークル愛川自然観察会との協
働事業「八菅山いこいの森　四季
の自然観察会（冬季）」を開催しま
す。身近な公園に生息する冬鳥や
生き物の越冬の仕方などを観察し
ます。
　申し込みは不要ですので、時間
までに歩きやすい服装、靴でお集
まりください。

1月14日（土）午前9時30分～ 11
時30分 八菅山いこいの森（集合

場所：社務所横駐車場） サークル
愛川自然観察会 防寒着、飲み物

（お持ちの方は、ルーペ、双眼鏡、カ
メラなど） 雨天の場合は翌日に
延期。2日間雨天の場合は中止。当
日の天候判断は、サークル愛川自
然観察会までご連絡ください。

都市施設課公園緑地班
☎（内線）3449
サークル愛川自然観察会
山口☎090（9399）3910

 平成29年厚木警察署武道始式

 防災教室

 労働教育講座

 八菅山いこいの森
 四季の自然観察会（冬季）
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　11月14日から20日まで、中津公民館を利用して文化
活動・スポーツ活動をしている団体が、日頃の活動の成
果を発表する「第17回中津公民館まつり」を開催しまし
た。
　期間中は手芸や 俳句、写真、生け花などの作品の展
示、手工芸やヨガなどの体験教室などが行われました。
　19日と20日に行われた発表会では、ダンスや合唱、落
語などが披露さ
れたほか、愛 川
ブランド認定品
の販 売、プレゼ
ント抽選会も開
催され、大 勢 の
来場者の方でに
ぎわいました。

　11月9日から11日まで、町内外の120を超える事業所
のご協力をいただき、町内の中学2年生381人が職場体
験を行いました。
　生徒たちは初めての体験に緊張した様子ながらも、担
当した仕事に真剣に取り組んでいました。
　参加した生徒からは「初めての作業に最初は戸惑いま
したが、やりきった後は達成感でいっぱいになりました」

「いろいろな人と触れ合うことができてとても勉強になり
ました」「お客さんに『ありがとう』と言われてうれしかっ
たです」といった感想があり、自分たちの将来を考える
きっかけとなる職場体験となりました。 
　ご協力していただいた事業所の皆さん、温かく見守っ
てくださった町民の皆さん、ありがとうございました。

　11月20日、町役場周辺で「第4回環境フェスタ」を開催
しました。環境フェスタはごみの減量化・資源化の必要
性や、環境美化、エネルギー問題などについて関心と理
解を深めていただくとともに、積極的に環境美化活動に
参加する意欲を高めていただくことを目的として、毎年
開催しています。
　家庭で不用となった品を販売するリサイクルマーケッ
トや、美化プラントにごみとして出された物のうち、状態
の良い品を販売する「衣類・小物いいものありますコー
ナー」「粗大ごみリサイクル市」では、参加者の皆さんが
熱心に掘り出し物を探していたほか、環境・エネルギーや
リサイクル、上下水道など、さまざまな分野の企画や展示
を見学・体験して、環境について楽しく学ぶ１日となりま
した。

　東京女子体育大学3年の熊澤萌里さん（角田）が、10
月2日に岩手県で開催された「第71回国民体育大会」の
ソフトテニスの部に、横澤晟さんと横澤久美子さん（半
原）のご夫婦が10月15日から１７日にかけて長崎県で開
催された「ねんりんピック長崎2016」のターゲット･バー
ドゴルフ競技に、小野寺綾子さん（角田）が10月15日か
ら16日にかけて福井県で開催された「第3回全日本ター
ゲット･バードゴルフ全国大会」に出場し、町から奨励金
を交付しました。

活動サークルの集大成
中津公民館まつりを開催

中学2年生が職場体験環境・リサイクルを楽しく学べる
第４回環境フェスタを開催

幅広い世代がスポーツで活躍
スポーツ全国大会等出場奨励金を交付

熊澤さん 小野寺さん横澤さんご夫婦



　新春恒例の町最大のスポーツイベント、第 62 回愛川町一周駅伝競走大会を開催し
ます。午前 10 時に三増公園陸上競技場をスタートする選手たちは、各チーム 7人で
たすきをつなぎ、約 27 キロメートルを走り抜けます。
　競技場内では、スポーツ少年団の子供たちによるミニ駅伝競走大会も開催します。
力走する選手たちへ、沿道や競技場から、多くのご声援をお願いします。
　選手の安全確保のため、県道の三増公園入口交差点から三増公園陸上競技場ま
での区間は、午前 11 時ごろから正午ごろまで交通規制を行います。
　皆さんのご協力をお願いします。
※小雨・小雪決行、荒天の場合は中止

スポーツ・文化振興課☎（内線）3633

消費生活相談
法律相談
消防出初め式
町一周駅伝競走大会／成人式／当番医：愛川北部病院
当番医：八木クリニック
３歳６カ月児健康診査
司法書士法律相談
行政書士相談／消費生活相談／ハローワーク就労相談会／10カ月児健康診査
人権・行政こまりごと相談

当番医：関根医院
消費生活相談

４カ月児健康診査
多重債務相談
法律相談／消費生活相談

当番医：愛川北部病院
消費生活相談

交通事故相談／１歳６カ月児健康診査
不動産相談／消費生活相談／むしばいばい教室／2歳児歯科検診
すくすく親子健康相談・ヘルスあっぷ相談
休日納税・相談窓口
休日納税・相談窓口／当番医：愛川北部病院
消費生活相談
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第62回愛川町一周駅伝競走大会
１月８日（日）三増公園陸上競技場
午前１０時スタート
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12 月 1 日現在の人口と世帯 （　）内は前月比 ※住民基本台帳登載人口・世帯数◎人口 40,991人（11）：男 21,400 人（14）　女 19,591人（− 3）　◎世帯数 17,774 世帯（6）

今月の日曜・
祝日当番医

8日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

9日
八木クリニック
☎ 046（280）1888

15日
関根医院
☎ 046（286）5431

22日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

29日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

その他の休日、年末年始
厚木市休日夜間
急患診療所

（厚木市メジカルセンター）
☎ 046（297）5199

［ 診 療 時 間 ］
午前9時～11時30分
午後２時～４時30分

※都合により変更する場合があ
　りますので、電話で確認してか
　らお出掛けください。

　役場一般業務は、1月1日（祝）から
　1月3日（火）まで休ませていただきます。
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